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東海労名古屋地本は２月２２日、名古屋市牧野コミュニティセンターにおいて第３６回定期地本

委員会を開催しました。司会は丹羽副委員長が行い、議長に吉田委員を選出しました。

来賓として東海労本部淵上委員長、高山副委員長、林地本OB会長より挨拶を受けました。

松山委員長挨拶（要旨）

２月１１日に行われた本部定期中央委員会でＪＳ労の姥直樹さんの報告「

があった。ＪＳ労の闘いに敬意を表するとともに、連帯の闘いを進める。

第５１回衆議院選挙について地本は本村伸子さん（共産党）を応援して

きた 残念ながら議席獲得にはならなかったが、リニア問題、平和の。

取り組みなど今後も支援をしていく。平和の取り組みとして、OBの伊藤

さんから提起をされた「攻撃型ドローンをイスラエルから輸入する海外物

産」への抗議はがきの取り組み、７月開催のあいち平和映画祭への取り

組みを最大限取り組む。JR東海における賃金引き上げの闘い、社会福

祉法人における賃金引き上げの闘いを２０２６

春闘の柱として闘う。東海労は他の企業の仲間

と今後も連帯して闘う。職場に目を向ければ、

ダイヤ改正により３１５系４両ワンマン、駅の無人

化（サポートサービスの見直し）による大幅な効率

化、社会福祉法人では危機的な人員不足など多

くの問題を抱えている。しっかり取り組んで行く。

さらにリニア中央新幹線建設反対の取り組みを、

今後も地域の方々と共に進めていく。」

質疑応答、総括答弁の後、松山委員長の

団結ガンバローで委員会は成功裡に終了しました。

ＪＲひがし労と統一要求で２０２６春闘を闘おう！！

新たな仲間の拡大を勝ち取りＪＲ東海労の未来を切り拓こう！！

第３６回定期地本委員会開催


